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千代金丸の来歴を探る

上聞 篤

要旨

千代金丸と称される琉球王朝ゆかりの貴重な刀剣が今に伝世する｡史書を参照すれば､この

ノJの本来の所有者は､三山時代の終蔦期に今帰仁勢力を率いた撃安知であったことが判る｡と

ころが､撃安知とその勢力の氏素性の観点から､千代金丸の来歴に言及 した論考はいまだ皆無

に等しいO興味深いことに､近年今帰仁城跡及びその周辺域から出土した考古学史料には､元

朝に仕えて江南地方の経営と治安維持に奔走した西域出自の騎馬軍団との繋がりを反映する文

物が数多く含まれている｡本稿では､騎馬文化との関わりを傍証するこれらの考古学史料を拠

り所にして､片手持ちの掠えを特徴とする千代金丸の来歴の真相に迫る｡

AnlnqulryintotheOriglnS
ofChiyokanemaru

Atsushi Uema

ABSTRACT

ThereexistsanoutstandlngswordnamedChiyokanemaru,whichlSWellknown

foritsintimateconnectionwiththefirstandsecondroyalfamiliesoftheunified

kingdom oftheRyukyus.However,ashistorytellsus,theswordwasorlglnallyln

thepossessionofHanAnchi,whoonceledthemedievalmilltantforceofNakiJinpr10r

totheadventofaunifiedkingdom lnOkinawa.SomefeaturesofChiyokanemaru,

especiallyitssingle-handedhlltanditsthin andgracefully curvedblade,suggest

stronglythattheswordhasnoconnectionwhatsoeverwlththeJapaneseartofsword

-smithing.Interestingly,thearcheologlCalrecordfeaturingsomemajorcharacteristics

ofthemedleValforceofNakijlnrevealsthattherealm ofpredecessorsofHamAnchi

lnNakijinretainedacertalnethnicandculturalherltagefrom theAlanChristian

cavalryunitservingtheMongoliangovernmentinsouthernChinalntheYuanEra.

ThlSpaperintendsto1-eCOnStruCtaClearerimageoftheoriglnSOfChiyokanemaruby

examlnlngItsfeaturesfrom thevleWpOlntOrthearcheologicalrindsmentionedabove.
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【はじめに】

千代金丸は､沖縄の第 一･第二尚氏王統の宝剣として今に伝tLrするものであるが､紫温が著

した 『中山世譜』.に拠れば､その本来の所有者は三山時代の終.駕一期に今帰仁勢ノブを率いた輝

_=-__i

安知であったことが､則る 左

に紹介する 一振りのの刀剣が

問題の千代金丸2 (後U上の命

令)である 写真史料でも明

らかなように､柄の長さがお

よそ11cmと極端に短いその容姿 (総長92.1cm､刀身71.3cm､鞘良77.4cm)3 には､それが増ノJ

であることを除けば､毛抜形太刀1及び兵庫鎖太刀5 といった鎌倉 ･南北朝期を代長する日本

の太刀との類似性 (刀装具及びそれにあしらわれた紋様を除く)はいかんとも認めがたい そ

の 一方で､轡刀掃えだけに焦点を当てれば､千代金丸の刀身部 (反りの測定値は報告がなく不

明瞭)の反り見合といったものに

は､鎌介 ･南北朝期の斤)]にTT放

される轡刀桁えとの類似椎が指摘

されなくもない ところで､千代

金丸の本来の所有者であったことで知られる琴安知は､中世に今帰仁城に起居した武装勢ノJを

率いたことで知られる人物であるが､この人物が生きた時代との関わりでf代金丸の氏糸椎を

探るとなれば､口本の歴史では鎌倉から南北朝期を経て室町時代に至る時代区分､片や中国史

においては元朝の出現から明朝初期までの時代背景を視野に入れてことに当たるのが筋である

と認識される 以下に､かかる観点にrLって､従来謎とされてきた千代金丸の来歴に迫ってみ

ることにする｡

【鍔掃え及びその意匠からみた千代金丸】

まずは､千代金丸の鍔桁えの特徴を考察することから始める 下に紹介する二様の印は､先

に登場するものが千代金丸に装前された鐸 6 で､後のものが鎌倉期を代点する金銅J.rLl凪宝fu壁

文兵庫鎖太刀 7 と称される刀剣の鍔であるO千代金丸の邦の

場合､その外形上の作りは､日本刀の刀装具にいう木瓜形の

錯桁えに類似 した形状を呈する｡かかる形状を呈する餌の周

辺部には､中心部の茎孔を取り囲むようにして､いわゆる鱒

花紋と称される二種類の花紋及び猪日紋､さらには凶英を透

かし彫 りにした四体の 卜乍紋 (キリス ト教との繋がりを示唆

V する意匠)Nが縦軸と横軸の線 Lにそれぞれ配されている

加えて､鍔の右に見えている二体の切羽にも､上述の群と同

様に､類似の菊花紋と透かし彫 りの猪日紋が配されている

次に鎌倉時代に位の高い武 1二が侃用したと伝えられる､金

銅鳳凧宝細筆文兵庫鎖太)Jの細の抑えをみてみる 左 Fの史

料が示すように､この太刀のgrfSの形状にも先の千代金丸の一指

例と同様に木瓜形の特徴がみてとれる また茎孔の周りには､
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千代金丸の来歴を探る

それを囲い込むようにして四体の猪口紋の透かし彫 りが配されている.鎌倉期の装飾趣味の反

映とみなされるこれらのあしらいには､先に言及 した千代金丸の錯節えとの共通性が指摘され

て興味深い｡その一万で､この太刀の鍔に施された装飾意匠には､明らかに千代金丸のそれと

は来歴を異にするものもある｡この太刀の名札の周 りにあしらわれている高彫 りの鳳風岡がそ

れである.この種の意匠の来歴については､仏教思想との関わりが棉摘されている｡｡さて､

これらの錯抑えに看取される特徴だけに依拠するならば､千代金丸と鎌倉期を代表する兵庫鎖

太刀は､指摘 した意匠の類似性を仲立ちにして､不可思議な関係で結ばれている間柄にある様

相を借びていると解される｡

鐸備えをめぐるかかる関係はさておき､今 しばらく猪目紋と木瓜形の鐸寸存えの来歴の問題に

焦点を絞って考察を進めることにする｡ 日本の刀剣史に詳 しい史料を参照すれば､猪R紋の起

源が想像以上に古いものであることが理解される｡今日国宝に指定されている刀剣の一つに､

梨子地螺釦金荘飾剣 と命名された､儀使用の太刀 (全長 :

104.0cm､柄良 :21,0cm､鞘長 :82.0cm､左の史料参照)10

が存在する｡この太刀の作刀は平安時代に遡るが､それの柄

には高彫 りの技法で施 した数体の猪口紋が確認される｡この

'好例は､猪日紋の来歴が平安時代の昔にまで遡 りうるもので

あることを示唆する｡因みに､飾剣とは､一般に宮中の要人が儀式の際に侃用 した太刀を指す

呼称であるが､公家社会においては､徳川時代に至っても猪目紋をあしらった儀イ丈用の太刀が

凧用されていたことが､金梨地塗木瓜紋蒔絵鞘糸巻太刀僻 (総長 :98.0cm､

左の史料を参照)"の名で知られる一振りの飾剣の存在によって証明される｡

これら二振りの儀は剣の存在は､猪目紋なる意匠が古刀期の時代から近代に

至るまで､ロ木の公家社会において格別の計らいをもって扱われてきた意匠

であったことを裏づけるものとして注目される｡

一体口木の飾剣にみる意匠揃えといったものは､元来奈良時代に大陸から将来 した唐刀の装

飾意匠を下地にして発達をみてきた歴史を窺わせるが､かかる経緯を代表するものとしては､

正倉院収蔵の金銀鋤荘店大刀12及び聖徳太子の迫愛刀であったことで知られる七星剣ならびに

丙7-梯林剣13と称される儀伎剣が今 日に伝世する｡聖徳太子 (574?-622)といえば､飛鳥時代

を代歳する政治家ならびに思想家であるが､彼が凧用 した儀枚剣や既述の金銀細荘唐大刀を彩

る装飾意匠に猪日紋及び木瓜形餌との関わりを示す物証は見当たらない｡かかる検証結果を踏

まえるならば､鎌愈 ･南北朝期の古刀を彩る猪目紋や木瓜形鍔擢えといったものは､今のとこ

ろ平安時代後期から鎌倉時代に至る然るべき時期に発生を見たものであると想定される｡

このように餌桁え及びそれに施された意匠からみた千代金丸は､兵庫鎖太刀や公家の儀杖剣

となにがしかの接点を有 している様相を窺わせる｡とはいえ､かかる要素だけに依拠 して千代

金丸を鎌倉 ･南北朝期の古刀の一振りだと見なしてしまえば､その見解にはとてつもない危 う

さがつきまとうことになろう｡それに関しては､後述の内容が詳らかにしてくれよう｡

【鉢､鍛え肌､鏑の視点からみた千代金丸】

さて千代金丸の切先の備えに言及するのに先立ち､あらかじめ鎌倉 ･南北朝期における日本

と大陸との豊かな文化交流の実態が如何なるものであったのかについて少 しく触れておくこと
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にする｡従来日本の中世史研究では､主に南采文化との関わりの視点から中世の室町文化を理

解 しようとする試みが成されてきた｡ところが近年モンゴル ･クルスに関する研究が進展する

のに伴い､日本の中世史に関する歴史認識の歪みといったものが指摘されるようになった｡世

界史の視点で捉えれば､東西世界が真の出会いを果たし､東西間で豊かな交流が実現するのは､

13世紀のユーラシア大陸を席巻したモンゴル ･ウルスの出現に負 うものであった｡人々の自由

な往来を奨励 し､自由貿易を謳歌した同王朝の体制は､日本においても若き学僧たちに大陸-

の留学を容易ならしめる契機となった｡ 日本側の歴史認識では､鎌倉幕府と元王朝との関係に

言及するにあたり､従来とかく元遠と呼ばれる文永の役 (1274年)や弘安の役 (1281年)といっ

た歴史的事件がことさらに強調されて扱われる傾向にあった｡けれども鎌倉期の日本における

大陸-の異常なまでの留学熱といったものを鑑みれば､指摘した従来の史観が歴史の実相にそ

ぐわないものであることは明らかである｡13世紀に世界の覇者となったモンゴル ･クルスは､

宗教に対 して極めて寛大な姿勢を貫いた王朝であったことで知られる｡宗教に対するかかる柔

軟な姿勢は､中国に元朝を創建したクビライにも受け継がれた｡クビライが兄の皇帝モンケか

ら中国行きを指示されたとき､彼は子聡と名乗る臨済禅の僧を政務の顧問に迎えて中華本土の

経営に乗 り出す｡それはさておきモンゴル ･ウルスの政務の中枢にあって臨済禅の僧侶たちが

活躍したのは子聡に始まるものではなかった｡モンゴル ･クルスの二代皇帝オゴデイの幕舎に

は､つとに耶律楚材や粘合重山といった人物らが出入りを許されたが､彼らもまた臨済門徒の

僧侶たちであった｡ところで先行研究は､鎌倉時代の日本から元朝治下の中華大陸-渡った留

学僧の実態について､以下のように伝える｡

｢このあたりの状況を､おもに日本側の史料からデータをあつめた木宮泰彦の労作は､七〇

年を-た今もなお､根本からの基礎研究として､依拠すべきものとなっているが､それによれ

ば､クビライの後継者となった成宗テムルから順帝 トゴン ･テムルまでのおよそ七〇年間にお

いて､名のある人元僧は二百二十余人､無名のものをあわせると､数百人をはるかに上回るだ

ろうという｡さらに現在の中華人民共和国における元代史研究を代表する陳高華が､詩文集をふ

くむ漢文史料を捜羅 した最近の結果によれば､状況は一桁をふやして考えなければならないO｣ll

上記の引用は日本からの入元僧について記した内容であることに留意しなければならない｡

元朝下の中国には､ 日本から僧侶以外にも多くの船乗りたちが頻繁に渡航 していたことを考え

あわせれば､かかる状況下では､種々の技能者の往来も多分にあったものと考えられ､その中

には軍装備品の製作や金工細工に長けた職人なども多く含まれていたと推察されるO大陸内部

の騎馬戦において威力を発揮 した鉄菱や鎖峰子といった軍装品が我が国に将来することになっ

たのは､当時歴史の表舞台とは無縁の存在であった職人集団､あるいは軍事戦略にひときわ関

心を示 した無名の禅僧 らの影の介入によって実現をみたものであったと想定される｡織豊時代

に先駆ける群雄割拠の時代には､時勢や世情に明るい禅僧らが各地の有力者に請われて政務や

戦略の顧問として活躍 したことが知られているが､かかる実態は大陸の種々の軍装品が我が国

に導入されることになった経緯とも不可分に絡んでいるとみなされる｡そもそも鎌倉期に日本

から中華大陸-向かった交易船の船荷は工芸品で占められていたことが知られてお り､刀剣

類15もその主要な物産の一つであった｡ 目元間の交易をめぐるこのような実態は､当時人陸側

においても金工職人の間で日本の刀鍛冶の高度な技に直に触れることのできる機会が往々にあっ

たことを傍証する｡であるならば先に考察した猪目紋及び木瓜形鐸の来歴や起源の問題を扱う
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にあたっては､かかる歴史的砦農を視野に入れた考察もなされてしかるべきであると認識され

る｡論点の1柁潮は 避けられないが､中欧の一角にチェコの名称で知られる共和国が存在する｡

[圧=｢いことに､彼の凶には､猪El紋に酷似 したハー ト形の刺繍紋様を自国の民族衣装にあしら

う似わしがある｡中欧社会の伝統衣装に息づくこの種の刺繍紋様が如何なる出自のものなのか

は判然としないが､もしもそれを施す伝統に厄払いあるいは邪気払いといった呪術的要素の介

在が認められるのであれば､日本の刀装具にあしらわれた猪日紋の出自をめぐる考察にも新た

な視点からのアプローチが可能となろう｡紹介 したハー ト形の刺繍紋様に関する詳細な情報の

入手が急がれる｡

さて､千代金丸の切先の備えであるが､日本刀のそれとの比政検証を可能ならしめるために､

あらかじめ後者の錐の外見上の特徴に言及することにする｡下に掲赦した写真史料は､作刀家

と知られる天m昭次氏の作品の切先部を紹介 したものであるlb｡ 日本刀の歴史において､刀身

の先端部がこの史料にみるような形に整 うのは､平安後期の轡

刀の出現に伴 うものであったとされる｡以後この形態上の特徴

は､久しく継承され今 日に及んでいる｡因みに､錐の各部位を

呼ぶ名称､すなわち横手､ふくら､三つ頭､小鏑といったものの存在は､日本の刀鍛冶の美意

識を顕現するものでもあり趣深い｡ところで日本刀の錐の形状は､それぞれの作りの特徴を捉

えて､小鉢､中鉢､大鉢､猪首錐などの名称で呼ばれる｡史料として紹介した天田氏の作品に

みる錐の形状は､中鉾と呼ばれるものに近い特徴を示すものであるといえよう.加えて鋒の呼

称の一つに猪首鉾と称されるものが存在するのは､本稿との関わりにおいて注目される｡この

種の鉢は鎌倉中期の太刀抑えに多くみられることから､先に検証した鎌倉時代の兵庫鎖太刀の

鱒にあしらわれた猪R紋との奇しき関係が指摘されて面白い｡そもそも鎌倉 ･南北朝期の太刀

肺えに猪ゆかりの諸要素が看取されることに関しては､往時の武士たちが希求し理想としたで

あろう豪胆さや勇猛さといった精神性との関わりが指摘されてすこぶる興味深い｡

下に紹介する写貞史料は､千代金丸の切先部を写 したものである｡この史料が示すように千

代金丸の切先部の才存えには､日本刀に特徴的にみられ

る横手､ふくら､三つ頭､小錦といった部位の作りが

欠落しているのは明らかである｡また刀剣は地金の鍛

え方によって様々な肌紋をみせることで知られるが､

この史料から千代金丸が柾目作 りの一振 りであること

が解る｡一体柾口の地肌は､地金を鍛えるにあたり､それを一方方向にのみ折 り返したことに

よって生じるものであるとされる｡種々の鍛錬法で打ち出された諸々の鍛え肌は､それぞれが

織り成す模様の特徴を捉えて､柾目肌､板目肌､杢日肌､綾彪肌､梨地肌､小糠肌､ざんぐり

肌などと呼ばれる17｡因みに､日本では大和系鍛治が手がけた刀剣に柾 目作 りのものが多くみ

られるという｡

日本刀の刀身を特徴づける解えの一つに鏑と呼ばれる部位が存在する｡鋸とは､刀身の中央

部に縦に伸びた一筋の稜線のことで､その存在により､日本刀の断面はその中央部あたりがや

や丸みを帯びた形状を呈することになる｡注目すべきことに､千代金丸の鍔に穿たれた孔の形

状に鏑の存在を示す形跡は見当たらない｡孔の形状から判断する限り､刀身の棟にあたる部分

から刃に伸びる線は直線そのものであり､かかる直線上に鏑の存在を示すふくらみを帯びた部
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位などは露ほども認めがたい｡かように餌の不在という観点からも､千代金丸を日本の太刀の

一振 りだとみなすことは悌られる｡

【茎の掠えからみた千代金丸】

ロ木刀の茎は､その形状によって､普通形､稚十股形､振袖形､船底形､たなご腹形などと

呼び分けられる｡写真史料にみる茎は､普通形を踏襲した作りを伝えるもので､茄未の大老井

伊直弼ゆかりの刀剣粟mロー竿忠綱

と銘された刀剣のそれであるW.こ

の史料が示すように､茎には作刀者

の名が刻印されている｡茎に作り手

の名を刻む慣習は､日本の刀鍛冶に特有のしきたりとして知られるもので､その歴史は平安時

代にまで遡るものである｡また茎には､その上に着せる柄の脱俗を防ぐ方策として､鍵をかけ

ることが行われる｡かかる細工を反映する鍍目の筋模様は､流派ごとに異なる形状を呈するも

のとして知られる｡

さて日本刀の茎をめぐるかかる特色を踏まえて､千代金丸の茎の特徴を検証してみる｡下に

l 紹介する史料は､千代金丸の茎を写したもので

ある｡この史料にみる茎の容姿は種々の重要な

特徴を顕現する｡その一つは茎の長さにあり､

そのサイズはおおむね11cmと極端に短い｡こ

恥 骨悪幣 謂 2. .-=】:･ れにより千代金丸が片手で扱 うことを念頭にし

て作刀された刀剣であることが判明する｡よも

や鎌倉 ･南北朝期の日本の太刀に片手持ちの特徴を伝えるものなどは一振りもなかろう｡二つ

には､茎の二重構造があげられる｡写真史料でも明白だが､刀身の棟区 ･刃区から茎の中心部

よりの部分には､薄い金属板を着せ､それを鋲で打ち留めるという､独特の細工が施されてい

る｡勿論その表側には作り手の銘も刻されてはいない｡かかる特殊な細工で知られる日本刀は

他に存在 しまい｡さらには､目貫孔の数の多さやそのサイズといったものも異色の趣を悔 し出

す｡史料が示すように､目貫孔は､茎の中央部に穿たれたものに加え､茎の突端にあたる部分

にも大きく二つ穿たれている｡紹介 したこれらの特異な茎の桁えに彩られた刀剣は､古来数々

の名刀が今に伝世する日本の刀剣界においても､T一代金丸を除いては他に煩をみないものであ

ると判断される｡

【樋のあしらいからみた千代金丸】

樋とは､刀の刀身部に線状に彫られた潤のことをいう｡樋には､刃の方向に加わる圧力を吸

収 して刀身を曲がりにくくする働きがあるとされている｡先行研究によれば､彫られた樋の形

状には刀鍛冶の癖が現れるといわれ､見

所のひとつであるとされている1㌦ とこ

ろで刀身に樋を施す原理は､元来El.本の

柑 -~/~怖 ･ 〒i珊 p-･'T｡･==:･hTrh冊 11 刀鍛冶の発見に負 うものであったのであ

_ ろうか｡それともそれは軍装品の伝播の
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過程において大陸から持ち込まれた技術伝播の賜物であったのであろうか｡この間に対 しては､

先行研究もいまだに明確なLd答を示 し得ていないO

さて､樋の起源をめぐる問題はひとまず避けることにして､左上にみえている千代金丸の刀

身の写しを参照すれば､その棟部から刃縁にあたる箇所には､五木の細い線状の樋が彫られて

いるのが確認される｡これら5本の樋のうち､横側の三本は22cm程度の長さにまとめられ､

一方､刃縁側の二本は長さがおよそ18cmとやや短めに整えられている｡かかる工夫はいかな

るノJ学的根拠を反映するものなのであろうか｡その方面の知識に明るい専門家の見解を求めた

いものである｡先にも触れたように､歴代の日本刀にも樋を施 したものは多々みられる｡とは

いえ､千代金丸の刀身に看取される樋の類は無二の形状を示すもので､日本の古刀期を代表す

る太刀の桁えにも類似のものは見出し難いoこのように樋の系譜からみても､千代金丸は不可

思議な出白に彩られている｡

【目貫に着せた意匠からみた千代金丸】

下の写真史料は､千代金丸の柄の日貨とそれを飾る花紋の写しであるO同様の花紋は､千代

金丸の鞘の鯉口及び館にもあしらわれている｡花紋は､そ

の花冠やつぼみ及び薬の容姿が示すように､然る菊科植物

をモチーフにして打ち出されている｡ 目貫に施された花紋

には､それを手がけた金工細工師の打ち出しの技が冴え渡

るが､目貝全体の造形が卵型の形状を示すことに関しては､

美の表現手法の観点から注目されよう｡一体アーモンド形

の限られた空け口に植物のエッセンスを精微に描き出そうとする手法は､元来両方のイラン文化

圏で育まれた芸術様式でもある20｡千代金丸の目fIの容姿にかかるイラン芸術の要素が看取さ

れることは､千代金丸の来歴の問題とも絡む重要な意味合いを革んでいる｡モンゴル ･ウルス

は､[らが征服した地域の職人たちを召集 して王朝圏内の各地に送り込み､同王朝の産業育成

の礎とした.周知の通 り､宋 ･元期の江南地方には､およそ200年に渡 り彼の地で括排 した-

ルシャ湾岸Li川 のLd教集団もいた｡彼らの居住区は碁坊と呼ばれ､その域内では中東地域から

導入された技術を駆使 して種々の物品が生産されていた｡後述するように､中世今帰仁勢ノブゆ

かりの山上史料は､総 じて元朝に仕えて江南地方に配置された西域出口の色目系騎馬軍団との

関わりを傍証する特徴を革んでいる｡出土史料をめぐるかかる実態から推 し虫れば､千代金丸

のni3'の製作をT=がけた者の氏素性を問い質すにあたっては､元朝治下の色目系工房との関わ

りの視点から探りを入れることも要求されよう｡ところで後醍醐天皇 (1288-1339)といえば､

13世紀後半期の虎アジアにおける時代の空気を顕現 した人物であったことで知られるが､この

天皇を描いた肖像画には､元朝治下の中華大陸で文化行政において牽引的役割を演じたチベッ

ト仏教ゆかりの密教的要素がそこかしこにちりばめられているといわれる21｡鎌倉 ･南北朝期

の時代を彩る多くの文物は､モンゴル ･クルスの出現によってユーラシア大陸の域内で活発に

展開された人と物の往来と衣裳一体の関係にあるもののようである.
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【おわりに】

かつて輝安知が配下の武装集川を率いて起居した今帰仁城跡及びその周辺域からは､この勢

事 一 散 細 醇 堺 ､ ノブにゆかりの&-の炭化粒'ギリシャ ･ローマ様式に通

q J '■｢' なる左回転式の携行用石臼

1̀､中世のモンゴル騎馬碍Eflとの関わりが指摘される偏平の嫉及び携行用イT製ヤスリ~､白磁

椀の内底に施されたスタンプ状マンジ紋Jl､音花碗に描かれた中世キルギス族の騎燭武者像公､

ギリシャ趣味を努解とさせる 卜乍紋2b､豹紋碗 (上器に豹紋をあしらう風解は古代のイラン文

化圏で発生)L7､サイコロと石駒 (ササーン朝期のペルシャを起源とするナル ドいわゆる双六

が余暇の遊びであったことを証左する物証)U､アラン族に特有の有翼獣との繋がりが指摘さ

れる異色の意匠をあしらった白磁碗 』､といったものがセットになって出上している かかる

出土物は､あまねくユーラシア大陸の騎馬文化との関わりを色淡く反映する特徴を準んでいる

南米を潰して江南地方に進出した元朝は､西域出自の諸部族を主力とする総勢14万人規模の騎

馬T‡王Li]を長江のデルタ地鰐周辺城に配置 して､彼の地の経営と治安の維持を担わせたF' この

色目系防人軍L』の中核には､ トルコ系のキフチヤク族を笹頭に元史に阿速の名で登場するアラ

ン族なども名を連ねた 後者のアラン族は､つとに尚武の民として名を馳せた袋Laで､先達の

スキタイ族やサルマタイ族の金工技術を継承 していたことでも知られる｡彼らの優れた金属加

工技術は､時のモンゴル ･ウルスにとっては不可欠なものであった｡因みに鎖碓 FのJIY1---用は､

lL1-界史上､サルマタイ族やアラン族に始まるとされるが､13世紀の中英に中央アジアを旅 した

ルブルクの見聞録には､1240年代以降のモンゴル騎馬兵上がアラン族の工房で製作された鎖帖

7-を身に梱っていたことが記されているIl ところでアラン族の集LB内ではつとに碍神を奉る

宗教が行われ､刀剣はその象徴として崇敬された かかる宗教色を帯びた刀剣文化に支えられ

て作刀に励んだアラン族の刀工たちは､とりわけ怪騎兵襲備に適 した刀身の細い刀を作刀して

いたことで知られる この項のttj'頭に掲威した写真史料は､彼のLltに知られたカフカズ出自の

アラン刀の′亨Lであるr2 轡刀作りのその細身の刀身には､千代金丸の刀身を努夕岸とさせる品

位が感 じられる

上述において､中世今帰仁勢力ゆかりの出上史料は､すべからく元朝に仕えて江南地方に留

め匙かれた西域出自の色rl系騎馬軍Li]との繋がりを色濃く反映するものであることを述べてお

いた｡ 一体千代金丸はこれらの山-1-_史料と表裏一体をなすかけがえのない文化遺産としての価

値を有しているが､かかる視点から中世今帰仁の歴史を構築する営みは今日に至るまで成され

ていない｡左の絵図は､チンギス ･--ン乍誕800年を記念して､

モンゴル国立歴史博物館がモンゴル ･ウルスの兵器およびその機

術を紹介するEJ的で刊行 した小冊 (-の点紙を飾る騎馬武省の像で

あるJi 千代金丸が片平持ちのサーベルタイプの刀剣であること

を鑑みれば､まさしくそれは13Lu:紀から14世紀にかけて広くユー

ラシア大陸を席巻 したモンゴル ･クルスの屋台骨となって活躍し

た騎馬武者にこそふさわしい刀であるとみなさざるを得ない そ

もそも中世今帰仁勢力にゆかりのtLf!Jヒ史料には西域lWJ｢｣の騎馬文

化､キリス ト教的色彩を帯びた J一字紋､はたまたモンゴルTri団の

-8-



千代金丸の来歴を探る

軍装備の流れを汲む種々の'軍装品などがセ ッ トになって存在する.歴史的背農､民族､宗教､

文化的性格の視点か らこれ らの出土史料 と最 も深い関係 にある集団 といえば､元朝配下の色 日

系騎馬軍凹の中核にあって刀剣を軍神 として崇め奉 り､配属地の江南地方で武勇を馳せたアラ

ン ･キ リス ト教徒兵団を差 し置いて他には見当たるまい｡千代金丸の来歴には依然 として種々

の謎がつきまとうが､この度の考察結果及び指摘 した出土史料の内容に依拠す るならば､千代

侃用 された､軍神の化身たる誉れ高きアラン刀であったとみな して差 し支えなかろ う｡

【注釈】
L ～中略 揮剣努開石自利 中略 有十字努関之剣名千代金丸～と記してあり､追い詰められた撃安知が

この刀で頚動脈を掻ききって自害して果てたことが判るO察温､『中ILrLLf.譜』､沖縄県教育委員会編､1986

年､42頁.〕

2 出典 『尚家継承美術工芸-琉球王家の美-』､那覇市市民文化部雁史資料室編､2002年､20頁｡

1『FYJ家関係資料総合調査報告書II』,那覇市市民文化部歴史資料室編､2003年､105-106頁｡

4『l対流 日本ノJ大全』､新井邦弘編､学習研究社､2008勺--･､33頁0

5新井編､前掲苔､36頁o

7 新井編､前掲書､66-67日o

汁上聞篤､｢青花nmにあしらわれた 卜字紋の氏素性を探る｣､『名桜大学紀要』12号､2006年参照o

■■新井編､前掲書､66亘｡

ru新井編､前掲書､14-15頁o

"新井編､前掲告､70-71頁o

LZ上井弘､『正倉院』､小学館､1994年､74月｡新井､前掲書､31頁｡

11牧秀彦､『才.刀そのLLl束と伝説』､光文社新書､2008年､29-31頁｡ 新)1'･､前掲書､31白 o

トー杉山正明 ･北川成一､『人モンゴルの時代』､中央公論社､1997年､282頁｡

11 因みに明朝との勘合貿易においては､10万振りに登る刀剣が日本から中岡へ運ばれたといわれている｡

天FflBJA次､『鉄とu木)〕』､慶友社､2005年､22頁参照o

l6天H-l､前掲書､200頁0

17新井編､前掲書､135頁O

川新井細､前掲書､23頁.,

】■'新井紬､前掲杏､135頁0

20AllDowlatshahl,PersianDesignsandMotifsforArtistsandera/tsTnen,DoverPublicatlOnS,

Inc.,New York,p.10,

2■彬山 ･北川､llJlJ一掲書､271頁0

23上側篤､｢琴安知とその家臣団の氏素性を探る｣『名桜入学紀要』13号､2007年､2-3頁参照｡

23上聞､前掲論文､8-10貞参照0

24｣二間､前掲論文､4-7頁参照.

2㌧上聞篤､｢青花碗に描かれた騎馬戦上の氏素仲を探る｣『名桜大学紀要』10･11号､2005年参照0
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誹'上聞焦､｢青花山にあしらわれた十字紋の氏素性を探る｣『名桜大学紀要』12号､2006年参照0

27氏.GhlrShman,ZRA〃,Penguln,1965,p 36.

訓上聞篤､｢ナル ドの東漸と西漸を考える｣『イスパニア図書』第10弓一､2007年参照｡

2g上聞､前掲論文 ｢肇安知とその家臣団の氏素性を探る｣､14-21頁参照o

Lt'和郎 育､『支那官制5.RJ%達史 (上)』､中華民国法制研究会､1942年､366頁｡

byHimselfTrams.Wlulam WoodV111eRockhlll,London:TheHkluytSociety,1900,p.261.

､2出展 B.A Ky3HEuOR,AAAjlCK〟E /7AEj41L:l/!A CLIBL:lPj/OrO HAD/1'A3A,

T/13AATEJlbCT110 AKAAEMJIH HAyド CCCP MOCI(BA,1962.

n〟o/IrO〟 //3Pr〝jfH 33BC3r′ TEXJ/〝〟, 州 o H rO JlbIH y llA 9 C H H ii

Tyyx lH a H My3 etvI, y .TIaall6aTaP,2006,

参考文献
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